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2.10.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
岩本 拓真 
 
消防通信指令室における業務の情報共有に関する実証的研究 
他市消防との通信指令員間における情報システム導入による情報共有を提案し，業務効率の向
上と消防の活動支援の検証を行った．Ａ市消防へのインタビュー結果から明らかになった消防
組織における経済的・技能的・組織的制約条件を踏まえ，他市消防の指令員同士による Facebook
を用いた情報共有を仮想として，学生間でシミュレーションを行った．実験結果について花巻
市消防の指令員方から評価を得た． 
大谷 拓也 
 
主観的な実力の見積もりを訂正する学習成果可視化システムの提案 
情報通信業では従業員に，情報処理技術者試験（以下，資格）への合格を求める企業が増えて
きている．ソフトウェア情報学部の学生は資格を難しいと考えているが，学習時間は少なく，
そこに実力の過信が発生していることがアンケートを通してわかった.本研究では，実力の相違
の可視化を行うシステムを開発し，特に実力の見積もりの過信に気付かせることにより，資格
に対する学習時間が不足している問題を解決することを目的とする． 
大塚 学 エリアマネジメントの観点を用いた復興まちづくり可視化システムに関する研究 
東日本大震災からの復興を目指す岩手県においては，県や市町村単位で事業を策定しているが，
事業内容について県内で共通の指標がないことやデータの可視化が不十分という問題がある．
一方，企業の構想に「エリアマネジメント」という新しいまちづくりの考えがある．本研究で
は県内での復興事業の情報共有やコンパクトなまちづくりを期待し，エリアマネジメントの観
点を用いた復興まちづくり可視化システムの開発・評価を行う． 
小岩 佑雅 
 
プロジェクト演習におけるリーダー支援システムに関する研究 
岩手県立大学ソフトウェア情報学部のプロジェクト演習では，3年生がチームのリーダーとな
り，下級生に対する指導や，スケジュール調整や管理について学ぶ．しかし，リーダーがチー
ムの目的を達成するためのプロセスを計画通り進めることができず，チームの活動の遅れが生
じることがある．そこで本研究では，グループ作業の活性化を促進させ，計画的に進めるよう
に，プロジェクト演習リーダー支援システムを提案する． 
齊藤 佳奈 
 
学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体的な学びの支援システムの開発 
本研究では受講者の目標が多様であったり，不明確である場合に，興味関心がある分野を発
見させると共に，多様な目標に対応する主体的な学びの支援システムを構築する．システムで
は PC でできること(機能)を明確にし，その機能が私生活や仕事をする上でどう役立つのかとい
うことを定義する．それを知ったうえで自分が学びたい機能を見つけ、主体的な学びへつなげ
る． 
千葉 慎也 
 
ゼミにおける質疑トランスクリプトを用いた質疑促進システムに関する研究 
学生ゼミにおいて積極的に質問しない学生がいる理由を，ゼミの学修目標の自己の達成度が理
解できていない，質疑の組立て方が分からない，と捉え，各学生の質疑回数，質疑のカテゴリ，
タグのランキングと，質疑の評価，対応状況を抽出し，各状態に合わせた質疑例，タグを表示
するシステムの提案，実験・評価を行い，学生への効果を検証した．  
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藤原 雄太 
 
段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの開発 
現在の学習指導要領では自分の考えを発表することに重きを置いているが，小学校 5年生は理
性の影響を受け発言意欲が低下する傾向がある．本研究では児童の理解度を高め，自分の考え
に自信を持たせることを意図して，児童個人がタブレット PC を用いて学習する算数科授業にお
いて段階的にヒントを提示するシステムを開発した．3回の利用実験を行ったところ児童の発
言意欲向上効果が確認できた． 
(b) 博士(前期)論文概要 
該当なし 
(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
 (d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 大塚学，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“エリアマネジメントの観点を用いた復興まちづくり可視化システム
に関する研究，”2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-102，2014
年 3 月． 
2) 千葉慎也，南野謙一，後藤裕介，渡邊慶和，“ゼミにおける質疑トランスクリプトを用いた質疑促進システムに
関する研究，” 2014 年電子情報通信学会総合大会 ISS 特別企画「学生ポスターセッション」，ISS-P-103，2014
年 3 月． 
3) 藤原雄太，工藤恭介，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“段階的ヒント提示による発言意欲向上支援システムの
開発，” 第 76 回情報処理学会全国大会，5ZE-1，pp.4-743-774，2014 年 3 月． 
4) 大谷拓也，後藤裕介，南野謙一，渡邊慶和，“主観的な実力の見積もりを訂正する学習成果可視化システムの提
案，”第 76 回情報処理学会全国大会，4ZF-6，pp.4-841-842，2014 年 3 月． 
5) 齊藤佳奈，後藤裕介，鈴木祥悦，黒沢惟人，南野謙一，渡邊慶和，“学習目標の多様性と曖昧性を考慮した主体
的な学びの支援システムの開発，”計測自動制御学会 システム・情報部門 第 5 回社会システム部会研究会，
pp.153-158，2014 年 3 月． 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1) 大谷拓也，情報処理学会，第 76 回情報処理学会全国大会学生奨励賞，主観的な実力の見積もりを訂正する学習
成果可視化システムの提案，2014 年 3 月 12 日 
 
  
